
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校を取り巻く課題が複雑化・多様化するなか、それらの課題を解決しながら、新学習指導要領の理念

である「社会に開かれた教育課程」を実現し、子どもたちに資質・能力を身に付けさせていくためには、

地域との連携・協働が欠かせません。天栄村では、昨年度より「学校運営協議会」を立ち上げ、１１名の

委員の皆様と各小中学校、６名の事務局職員が中心となって「地域と共にある学校づくり」を目指して協

議会を行っております。今年度は４月から現在まで全体会及び各校で行う協議会

を５回ほど開催し、本村や各校の教育的課題、保護者並びに地域の教育活動への

参画の在り方等について活発な意見交換が行われました。また、保護者や児童生

徒を対象とした「メディア講演会」を各校で開催したり、中学生が地域をアピー

ルするグルメマップを作成したりと、様々な教育活動も展開しております。 

少子化に伴う教員数の減少により、学校単位だけでは十分な教育活動を展開し

ていくことが困難な時代です。地域の方々の教育活動への積極的な参画が今、よ

り一層求められています。 

 

 

９
月 

日
に
、
天
栄
中
学
校
を
会
場
と
し
て
「
つ

な
ぐ
教
育
」
研
究
公
開
を
開
催
し
、
広
戸
小
学
校

の
理
科
、
大
里
小
学
校
の
外
国
語
活
動
、
天
栄
中

学
校
の
理
科
・
英
語
の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
区
の
先
生
方
が
参
観
す
る
中
、
天
栄
村

の
子
ど
も
達
の
学
び
合
い
、
互
い
に
高
め
合
う
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
教
科
等
部
会
で
は
、
参
観
者
の
方
々

よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
福

島
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
指
導
主
事
の
方
々
か

ら
、
授
業
で
見
せ
た
子
ど
も
と
教
師
の
関
わ
り
を

基
に
、
県
の
施
策
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
貴
重
な
ご

指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
教
育
講
演
会
で
は
、
麻
布
教
育
研
究

所
所
長 

村
瀬
公
胤
様
よ
り
、「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
と
は
」
と
い
う
演
題
で
、
当
日
の
授

業
で
見
せ
た
何
気
な
い
子
ど
も
の
行
動
や
姿
か
ら

見
取
っ
た
そ
の
子
ど
も
の
思
い
や
願
い
、
学
び
の

よ
さ
に
つ
い
て
具
体
的
な
ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
一
瞬
一
瞬
に
見
せ
る
子
ど
も

の
輝
き
を
見
取
る
こ
と
の
で
き
る
教
師
の
眼
差
し

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

研
究
公
開
で
子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
学
び
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も

授
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
各
校
に
お
け
る
日
々
の

授
業
実
践
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
の
子
ど
も

の
姿
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

公
開
に
向
け
て
指
導
案
検
討
や
そ
の
他
の
準
備

等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
公
開
で
培
え
た
も

の
を
今
後
の
授
業
に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
  

24 

 

「
つ
な
ぐ
教
育
」
研
究
公
開 

  

14 
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魅力いっぱい 「愛村心（Ｉ尊心）」を育む天栄村！ 

みんなで気づく（築く）さわやか天栄 

発行：天栄村教育委員会 

2018.10.26 

 



 

生涯学習事業 

村民一人一人が自己の能力を高め、生きがいを持って豊かで充実した人生を送れるよう、誰も

がいつでも自由に学習機会を選択していけるよう、必要な学習環境を整え、村民の主体的な学習

活動を支援出来るよう取り組んでいます。 

○第１２回市町村対抗福島県軟式野球大会 

 ９月９日（日）、福島市のあづま球場で、前々回大会優勝の喜多方市と初戦を行いました。グラウ

ンドのコンディションが悪い中でも気迫あふれる試合展開となり、５対３で勝利しました 

２回戦は９月２２日（土）、信夫ヶ丘球場で前回大会優勝のいわき市と対戦しました。初回から１

点を取り好調な試合展開となりましたが、いわき市に逆転を許し、２対６で敗退しました。 

選手たちは今大会６年ぶりの初戦突破を成し、今後の新たな目標を掲げていました。 

 

 

 

 

 

 

○成人学級 

 ９月１９日（水）生涯学習センターにて、成人学級「おなか元気教室」が行われました。郡山ヤク

ルト販売株式会社の協力で、腸内の健康を維持し、元気な生活を送るためには何が必要かについて学

習しました。体のつくりや、体をきれいにする食べ物など普段あまり気にしないポイントに目を向け

るよい機会となりました。 

 

 

 

○演芸大会 

９月３０日（日）、生涯学習センターにて演芸大会が行われ、舞踊やカラオケ、オカリナや民謡な

ど様々な演目が披露されました。ステージ上で披露される日頃の練習の成果に客席も大いに盛り上が

りました。 

出演者、観客ともに素敵な笑顔があふれる活気のある日となりました。 
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